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バン=マイ村の土器作りと東南アジアの叩き技法
一タイ・スリン県・ムアン郡・バン=マイでの例から－
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タイ東北地方，カンボジアとの国境に近いところにバンーマイ（ＢａｎＭａｉ)村(1)がある。この

あたり一帯はクメール族の居住する地域であり，タイ族の村とはいくぶんおもむきを異にし

ている（岩田1969)。

バンーマイはクメール陶器の窯吐が存在するバンーサワイ（ＢａｎＳａｗａｉ)に隣接する農村であ

る。タイ東北地方は絹織物の産地として世界的に有名であるが，この地方でも各農家で養蚕

から機織まで，ひじょうに小規模な生産が行われている。この絹織物生産工程のなかでマユ

を煮て糸をとるときに使う煮沸用の土鍋がある(第１図のｌ）。この土鍋を作っているのがバ

ンーマイである。バンコク近郊やチェンマイなど都市近郊あたりでは鉄鍋を使っているが，バ

ンーサワイとその周辺では土器の鍋を現在でも使っており，その需要は大である。ちなみに，

1984年８月現在の土器１個あたりの生産者価格は10バーツ（日本円で約110円）であった。土

器生産者にとってはけつこういい収入になるとのことであった。

バン=マイの土器作り

私はスリン県(SurinProvince)・ムアン郡(MuangDistrict)・バンーサワイでの遺跡確認調

査におもむいたさいに，1984年８月14日，バン=マイを訪れ，土器製作のもようを実見し，製

作者に質問をすることができた。以下はその記録と製作技法に関しての若干の考察である。

土器製作者はラムーン(Lamoon)という名の64歳になる女'性である｡土器焼成については同

村の別の中年女性の現場による。

［成形］

①粘土の採取

バン=マイは土器製作に適した良質の粘土を産出する｡粘土採取の現場は確認しなかったの

で詳細は不明であるが，付近の水田から採取するらしい。灰白色の良質の粘土である(2)。

②粘土のこれと混和材

採取してきた粘土に水を加えてこれる。まず粘土だけをこれる。そして土器１個体分の粘

土塊に分ける。この後，ラテライトの赤色砂粒を混和材として粘土に混ぜながら，さらにこ

れる（第１図の３）。

③成形第１段階

土器ｌ個体分のこれられた粘土塊は円柱状にされる。ついで，この粘土円柱を立てて，素

手で内部にくりこみをいれながら円筒状にしていく。この作業が続くうちに円筒形の粘土塊

は両端が広がったツヅミ状の形に整えられていく。これらの作業は手のみで行ない，道具は

使わない。粘土円筒は数個を作りためておく（第１図の４）。

④成形第２段階

ツヅミ状の粘土円筒をヤシの樹幹を切って丸太状にした作業台の上にのせる。ロクロ・回

転台のいずれも用いない。剣のような形をした，断面が楕円形で長さが約40cmの木棒（第１
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図の５）で粘土円筒の上部をたたいて筒の径を広げていく（第２図の１）。左手は筒の内面に

添える。ついで，同じ木棒を内面に，左手を外面にあててなでつけながらさらに広げていく。

製作業は作業台の周囲をぐるぐるまわりながら以上の作業を行なう。

口縁部となる部分が広げられると，ついで，木製叩板と陶製アンビル（第１図の６）とを

用いて上半部をたたいて成形する（第２図の２）。叩板には片面にのみ直線･斜線が彫刻され

ている。この作業によって，上半部は内湾しながらふくらんでくる(第２図の３）。製作者は

周囲を２～３周する。この叩きが終ると再び剣状木棒を使って口縁部となる上端部をたたい

て伸ばし，さらにこの部分を外反させながら成形する（第２図の４）。

つぎに水に浸した布片を両手に持ち，口縁部をなでつけて整える。またさらに口縁部を外

反させる。このようにして土器の肩部･口縁部が成形される（第２図の５）。下半部はまだ筒

状のままで，この段階ではまったく成形・調整されていない。

⑤第１次乾燥

口縁部・肩部の成形･調整がすむと作業台からとりはずして乾燥させる（第２図の６）。土

器下半部を成形するにはまだ柔らかすぎて崩れるためである。筆者が見たのは第１次乾燥の

段階までである。この後，⑥土器下半部の成形・調整，⑦第２次乾燥，の工程を経て焼製前

の土器ができあがる。土器下半部は筒状の下半部と叩板と陶製アンビルとを使って叩き技法

により成形され，底部もふさがれる。乾燥は口縁部を下にして積重ねて，日陰に放置して行

なわれる（第３図のｌ）。土器の成形・調整に１日，乾燥に２～３日の時間が必要である。

以上のように，土器成形に使用される道具は成形用の剣状木棒･木製叩板･陶製アンピル・

口縁部調整用の布片・ヤシ樹幹輪切りの作業台ですべてである。

［焼成］

バンーマイの村道傍で土器焼成を行なうところにであわせたので，その作業を見学･観察し

た。

乾燥させた土器をのせる床を最初に作る(第３図の２）。３×２ｍくらいの長方形に井桁に

細い木で床を組む。その上にヤシの枯葉を敷き並べ，さらにその上に細い木の枝を敷きつめ

る。またその上に細い丸木を井桁に組む。このようにして焼成床を整える。床ができあがる

と乾燥された土器を並べる(第３図の３)。並べ方はここで横だおしにして底部と口縁部とを

あわせて並べていく。並べ方には各人各様のやり方があるようで，きまった方法はない。こ

こでは土鍋のほかにも七輪もごくわずかだが作っている。焼成する土器は一重に並べられる

が，一重に並べきらずに余ったものはその上に適当に積重ねられる。

ワラに着火し，それで焼成床下部のヤシ枯葉に火を着ける(第３図の６）。土器焼成前にワ

ラ等を全体にかぶせたり，さらにはその上を粘土で覆ったりすることはせず，まったくの野

焼きである。このようにして，３～４時間焼くと土器が焼きあがる。

以上のようなバンーマイでの土器作りは東南アジア新石器時代に始まる土器製作技術と基本
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１．マユの煮沸に使用中の土器 ２．叩き目のついた土器

３．粘土と混和材とを混ぜる ４．粘土をこれて中空のツヅミ状にする

,：

《

鰯蕊''1１
騒鰯溌蕊識鶴 蕊箪議

５．剣状木棒。円筒状粘土をこれでまず叩い６．叩板，陶製アンビルッロ縁部調整用の布片

て成形する
第１図粘土と道具
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１．剣状木棒で上部を叩く

３．叩板と陶製アンビルで叩きながら成形す
る。

２．叩板で叩く

、瀞。
．､騨鎚

》1瀞

４．剣状木棒で胴部上半を整形する。

５．口縁部を外反させ，布でなでつけたのち６.上半部の成形後，乾燥させる。
に作業台から取りはずす。

第２図成形の過程

9７
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１．完全に成形後，乾燥中の土器２．焼成用の床を，木枝とヤシの葉とで作る。

３．乾燥した土器をならべる。
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的にはまったく同じものである。東南アジア各地でこのような土器製作法によって種々の土

器が現在でも作られており，叩き技法(paddleandanviltechnique)の強固な伝統がこの地

域に生きていることがわかる。

東南アジアの叩き技法とバン=マイの製作技法

叩き技法による土器製作が東南アジア各地にみられることはすでに多くの報告が出ている(3)

ので周知のことであるが，子細にながめると技術上いくつかのちがいがあることがわかる。

これらの問題についてはすでに呈博満氏の研究がある(量1973)。技術上の差異は叩き成形段

階以前にはっきりと現われている。

バンーマイとまったく同じ技法によるものは同じくタイ東北地方のウドンタニ県バンーカム

オー(BanKamuo)にあり,粘土ｌ個体分を手づくねで円筒状にした後,叩き成形を行なう(今

村1984,pp254-5)。タイ東北地方に共通する技法のように思われる手づくね粘土円筒による

技法である。タイ北部。チェンマイ県バンーライ（BanLai)では粘土円盤を底として粘土帯積

上げによって粘土壁を作った後，叩き成形を行なう方法がみられるし（中里1984,ｐ２)，メ

チャン付近のパンーセンサイでも同様の技法によっている(量1973,ｐｐ８－１３)。このように同

じタイでも東北地方と北部とでは技法的に差がある。

叩き以前の成形に回転台（tumtable）を使用する例はタイ北部のバン=サンマ(BanSangma）

バンーサンク(BanSanku)などでみられる（量1973,ｐｐ､13-4）ほか，ラオスでもバンーパン

ルアン(BanPhanLuang)(Solheiml967),ノンーアン(N6ng-Ane)(Colanil931pp499-501)，

またインドネシアのパリ（Bali)島でもみられる（中里1984,ｐ､２)。ロクロを使用する例はビル

マのサガイン(Sagain)にある（中里1984,ｐ､２)。ここでは簡単な手ロクロの上に粘土塊をの

せて水挽をし，粘土円筒を作った後，叩きを行なう。

量博満氏は成形台に着目して２類５種に分類している（量1973,ｐｐｌ７－８)が，以上のよう

に叩き工程以前の成形には次の３種がある。

①ロクロも回転台も用いない。

②回転台を使用。

③ロクロを使用。

また，①の技法にも大別して，（a)手づくねによる粘土円筒，（b)粘土円盤を底部とする粘土帯

積上げ，の２種類があることがわかる。技法的には以上の順でより高度な技法ということが

できる。叩き技法という成形法かつ装飾法によるという点では広く共通するが，その前工程

には各種の方法があることになり，叩き技法として一括される土器製作技法にも技術的発展

の諸段階があったことが以上より理解される。ただし，このような技術的発展の諸段階が一

系列的に生じたかという問題については疑問が残る。叩き技法による土器は先史時代にかぎ

らず，歴史時代になっても文様を彫刻した叩板を使った印文土器が作られているが，これら

は宋代以降の中国陶磁と伴出することが多いし，その当時にはすでに東南アジア現地生産の

陶磁器も作られているのであって，これらの陶磁器製作にはロクロの使用はすでに普及して



lＯＯ 新田：バンマイ村の土器作りと東南アジアの叩き技法

いた。したがって，土器生産におけるロクロ使用は叩き技法のなかから現われたものではな

く，陶磁器生産におけるロクロ使用からの影響と考えたほうが理解しやすい。そこには単な

る技術的発展によるのではなく，商品としての生産形態に起因する技術である可能'性があろ

う。現にロクロを使用するサガインの土器生産は家内工業的なかなりの規模であるが，反対

にバンーマイの場合はきわめて小規模の，農家の主婦の副業といったおもむきである。土器が

商品として大量生産される経済的要因があったとき，陶磁器生産に使用されていたロクロが

導入された。それほどの需要もなく，生産量が多くなければ従来どおりの手づくねによるプ

リミティブな生産技術で事足りるのである。東南アジアの土器作りは女'性によって行なわれ

ており，副業的手仕事であり，陶磁器生産とは大きく異なっていることも以上のことを物語

るであろう。

東南アジアの叩き技法は新石器時代以来の長い土着の土器製作法として生き続けてきたが，

陶磁器の輸入の陰に隠れ，女性の手仕事として引き継がれた。その技法には技術的発展の段

階がみられる。商品化して生産量の増大が要請されると陶磁器生産の技術が一部で借用され

たが，基本的には技法の伝統は変ることなく，連続して今日にいたっているといえる。叩き

技法そのものは東南アジア・中国・朝鮮・日本に広く分布しており，バン=マイの叩き技法は

東アジアの土器伝統の残照といえるだろう。

注

（１）Ｂａｎとはタイ語で「村」を意味する語であるので，バン=マイとは「マイ村」であるが，

ここでは便宜的に「バン=マイ村」と表記しておく。

（２）焼物に適した良質の粘土を産出するところから，陶器生産をこの地方の産業化しよう

との動きがあり，小学校などでは電動ロクロを使った陶器製作技術講座が開設されて

いる。小学生の職業教育として拡大されつつある。

（３）民俗資料としての土器作りの例は東南アジア・中国南部・台湾などの各地からの報告

がある。東南アジアではタイ・カンボジア・ラオス・ビルマ・インドネシア・フィリ

ピンなど全域にみられる。これらの報告のいちいちについてはここでは触れない。ア

ジア地域の土器作りに関する文献は，西田1984に詳しい。
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